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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象土壌に挿入する電極の一部の深度の部分の外周に非導電部を設けることを特徴とす
る、電気加温法を用いた土壌浄化方法。
【請求項２】
　前記非導電部が2箇所以上の深度の部分に設けられていることを特徴とする請求項１に
記載の電気加温法を用いた土壌浄化方法。
【請求項３】
　土壌に挿入する部分のうちの一部の深度の部分の外周に非導電部が設けられていること
を特徴とする、電気加温法を用いた土壌浄化方法のための電極。
【請求項４】
　前記非導電部が2箇所以上の深度の部分に設けられていることを特徴とする請求項３に
記載の電気加温法を用いた土壌浄化方法のための電極。
【請求項５】
　a)土壌に含まれる地下水を取り込むための透水性を有する井戸枠と、
　b)前記井戸枠の中に挿入された、前記井戸枠とは電気的に絶縁された電極と、
　c)前記井戸枠に取り込まれる貯留水の水面下にその一端が位置するように前記井戸枠内
に挿入された揚水管と、
　d)前記井戸枠の中に挿入された、前記水面下において前記揚水管内に空気を送り込むた
めの送気管と
　を備え、前記電極の前記水面下の部分のうちの一部の深度の部分の外周に非導電部が設
けられていることを特徴とする、電気加温法を用いた土壌浄化方法のための井戸構造体。
【請求項６】
　a)導電性と、土壌に含まれる地下水を取り込むための透水性とを有する井戸枠と、
　b)前記井戸枠に取り込まれる貯留水の水面下にその一端が位置するように前記井戸枠内
に挿入された揚水管と、
　c)前記井戸枠の中に挿入された、前記水面下において前記揚水管内に空気を送り込むた
めの送気管と
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　を備え、前記井戸枠の土壌に挿入する部分のうちの一部の深度の部分の外周に非導電部
が設けられていることを特徴とする、電気加温法を用いた土壌浄化方法のための井戸構造
体。
【請求項７】
　前記送気管が前記揚水管の外に設けられていることを特徴とする請求項５又は６に記載
の、電気加温法を用いた土壌浄化方法のための井戸構造体。
【請求項８】
　前記送気管が前記揚水管の中に設けられ、前記揚水管と前記送気管が二重管構造となっ
ていることを特徴とする請求項５又は６に記載の、電気加温法を用いた土壌浄化方法のた
めの井戸構造体。
【請求項９】
　前記送気管の下端が封止され、側面に開口が設けられていることを特徴とする請求項８
に記載の、電気加温法を用いた土壌浄化方法のための井戸構造体。
【請求項１０】
　a)導電性と、土壌に含まれる地下水を取り込むための透水性とを有する井戸枠と、
　b)前記井戸枠内の水を汲み上げるための手段と
　を備え、前記井戸枠の土壌に挿入する部分のうちの一部の深度の部分の外周に非導電部
が設けられていることを特徴とする、電気加温法を用いた土壌浄化方法のための井戸構造
体。
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